
第
九
回

二
〇
二
四 

受
賞
作
品
歌
集

富
士
山
大
賞



大 

賞

夜
の
闇
に
富
士
の
お
は
す
は
あ
の
あ
た
り

山
頂
め
ざ
す
人
ら
の
灯
み
ゆ

東
京
都

野
田　

香
織



準 
大 

賞

便
せ
ん
と
ペ
ン
置
き
し
ま
ま

暮
れ
て
ゆ
く
富
士
山
の
肩
に
夕
星
光
り

東
京
都

中
西 

京
子

富
士
山
が
こ
こ
か
ら
み
え
る
さ
い
ご
の
日

わ
た
し
ひ
と
り
で
早
起
き
し
た
の

埼
玉
県

紡
ち
さ
と



岡
井
隆
記
念
賞
（
学
生
優
秀
作
品
）

富
士
登
山
寛
永
通
貨
目
に
留
ま
り

江
戸
の
昔
に
思
い
を
は
せ
る

神
奈
川
県

鶴
田 

ゆ
り



優
秀
賞

山
麓
で
新
幹
線
で
飛
行
機
で
富
士
を
見
て
き
た
富
士
も
見
て
い
た

山
頂
で
カ
ッ
プ
麺
食
む
も
目
的
と
い
う
子
が
わ
れ
ら
の
先
頭
を
行
く

初
雪
を
運
ん
で
銀
の
風
光
る
雲
の
と
な
り
に
富
士
の
な
だ
り
に

雲
が
下
に
見
え
た
と
言
い
し
若
き
日
の
父
の
浮
か
び
来〈
の
ぞ
み
〉の
窓
に

つ
づ
ら
折
れ
に
富
士
山
下
る
吾
が
杖
を
火
成
岩
が
弱
く
、
強
く
咬
む
な
り

ピ
ッ
ケ
ル
の
鈍
光
放
つ
部
屋
に
今
甦
り
く
る
富
士
山
の
朝
明
け

霧
晴
れ
て
ニ
ッ
カ
ボ
ッ
カ
ー
ズ
の
若
者
は「
あ
と
少
し
」と
笑
み
ザ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
登
り
ゆ
く

愛
媛
県

富
山
県

北
海
道

東
京
都

長
崎
県

山
形
県

北
海
道

大
賀　

康
男

浦
上　

紀
子

山
内　

昌
人

影
山　

博

江
越　

國
弘

折
原　

廣
子

鎌
田　

博
文

ふ　

じ



学
生
優
秀
賞

雪
解
け
の
富
士
の
岩
場
に
幻
の
滝
出
づ
と
声
が
濃
霧
を
分
け
来

吊
る
し
柿
も
み
ほ
ぐ
し
た
る
指
先
の
竿
の
向
こ
う
に
夕
焼
け
の
富
士

富
士
山
が
初
冠
雪
に
光
る
朝
あ
た
た
か
き
物
い
ち
ま
い
羽
織
る

わ
が
脇
を
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
越
え
て
ゆ
き
山
頂
め
ざ
す
ち
か
ら
湧
き
く
る

神
奈
川
県

山
梨
県

山
梨
県

和
歌
山
県

雅
風
子

柴
田　

奉
子

羽
田　

眞
智
子

助
野　

貴
美
子

富
士
山
の
体
は
青
と
白
真
夏
の
日
に
は
眩
し
く
光
る

日
の
出
待
つ
本
栖
の
湖
面
に
逆
さ
富
士
気
嵐
重
な
る
私
の
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク

静
岡
県

岡
山
県

大
関　

修
司

稲
井 

陽
菜
花



外国語短歌優秀賞

鶴見岳の頂より歩きつつ父に三十種類の羊歯教はりし

Hiroko Sato, Japan
日本

聞こえくる山水の音目を閉じてまぶた濡らす霧思い出だしをり

Randy Brooks, USA
アメリカ

the sound of 
mountain water . . . 
eyes closed
recalling the mist
on my eyelids

聖山の高きに登りて逢ふ汝が魂悟りに至る道の半ばに

Debbie Strange, Canada
カナダ

I climb higher
up this sacred mountain
meeting your spirit
halfway along the path
toward enlightenment

from the top
of Mt. Tsurumi
while walking down
I was taught thirty kinds of ferns
by my father



at the fifth station of Mt.Fuji,
not thriving fireflies
in this climate,
spotted bellflowers are
swinging in the breeze― 

Swirling snow touches 
your silent slumbering heart, 
beloved mount Fuji - 
you feed the lakes around you 
with your everlasting source

Coffee cups,
the table is wet from
the night's rain.
Slowly, the mountain changes
while I am.

very few left
to hug on New Year's Eve -
two white reflections
in the same cracked window,
Mt. Fuji and the old man

五合目にてホタルブクロは揺れている蛍の棲めぬ風に吹かれて

Atsuko Nakamura, Japan
日本

渦雪が静かに眠る魂に触るいとしき富士山ーめぐりの湖へ永遠に水を与ふ

Willemina Preiß, Germany
ドイツ

コーヒーカップたち、テーブルが夜来の雨で濡れている
ゆっくりと、山が変化するわが居る間に

Volker FRIEBEL, Germany
ドイツ

あとわずか年越す抱擁ー白ふたつ映す割れ窓に、富士と老人

Lavana Kray, Romania
ルーマニア



I turn
to look at it, looking back
at me...
one shared life, two snowy heads
Mt. Fuji and I

from my window
cherry trees in full bloom
and snowy Fujisan…
in vain my longing
it calls you incessantly

once upon a time
Mt. Fuji seen
from the nearest station
was faintly blurred
with the blue of the sky

a stone temple
empty of the Buddha
   　　　 yet a vista 
of verdant valleys
beyond the horizon

振り返りつつそれを見る　人生ともにするふたつの雪かうべ　富士山とわれ

michele l. harvey, USA
アメリカ

窓飾る満開桜と雪の富士　憧れむなしく君を呼ぶひたすら

Dale Magdalena, Romania
ルーマニア

その昔駅から見えた富士山は空の青さでかすかににじむ

Atsuko Sugiyama, Japan
日本

石寺に仏はないが／今もなお地平の彼方に／新緑の渓谷の景色が広がる
石寺に佛をらずも緑なす渓谷の眺め地平を超えて

Dru Philippou, USA
アメリカ



making young climbers 
look like Issa's snail 
my Grandpa 
still as sure-footed 
as a mountain goat

in the heart
of Monte Pasubio
up to rifugio
in the footsteps
of the Great War

on grandma's teapot 
the asymmetrical silhouette 
of a leaning Mt. Fuji 
its gold-seamed brokenness 
becomes a river of light

若い登山者らは一茶のカタツムリのように見える　私の祖父はまだ足元も確かだ
山に棲む山羊のように

Tracy Davidson, UK
イギリス

奥深きパスビオ山の山小屋へ足跡辿る一次大戦の

Barbara Anna Gaiardoni, Italy
イタリア

祖母の急須に非対称の傾く富士の影絵あり継ぎ手の金が光の川になる

Goran Gatalica, Croatia
 　クロアチア

外国語短歌佳作



your eyes know
Morgenrot, morning glow
dying snowy mountains
the same eyes are
now gazing at me

steady progress 
inching toward the end of 
the mountain climb 
a tiny snail heading for 
the top of a tree stump

モルゲンロート薔薇くれなゐの雪山を知る君の眼が吾を見つむる

Yukiko Kawakami, Japan
日本

登山の終わりに近づいて少しずつ着実に進んでいる　ちっぽけなかたつむりが
木の切り株のてっぺんに向かっている

Ngo Binh Anh Khoa, Vietnam
ベトナム

Mt Fuji gently
sowings it's seeds
in pilgrims brain 
then get in bloom
all over the world
富士山はやさしく種をまく　訪れた旅人たちの心に　やがて花が満開となる世界中の

Roohallah Ghasemi, Iran
イラン

autumn sun - 
the shepherd guiding his flock 
down the mountain slope . . .
his dog rounding up the stray sheep
in this yearly ritual
秋の日差し　羊飼いは羊の群れを連れて　山の斜面を下っている
彼の犬は迷った羊を連れ戻すため山道を上がっている　例年通りの今年の儀式だ

Mary Gunn, Ireland
アイルランド



曲折の旅まがる度愛に逢ふこの山道に吾の影先をゆく

Chen-ou Liu, Canada
カナダ

翳を攀じ頂きに着けば初めての目の眩みたる天照の神

Hazel Hall, Australia
オーストラリア

白妙の富士秘むあかし思へらく吾らの希望隠れたる山

Margaret Owen Ruckert, Australia
オーストラリア

芸術家おのが現実そのままに険しく描く山の写真より

Kazuaki Wakui, Japan
日本

the winding
journey to meet love
at each turn
on this mountain road
my shadow ahead of me

scrambling 
through shadows I reach
the peak
that first dizzy glimpse̶
Amaterasu

clothed
in glowing white
Fujisan holds secrets
a witness as we contemplate
the hidden mountain of our hopes

all the artists
on their reality
always
drew it steeper
than the photos of the Mt.

たび



山を攀じ神々の境　ゆくりかに光差すまさに吾の魂より

Vasile Moldovan, Romania
ルーマニア

私のティーカップの聖なる富士山の貴い耀き
私の人生の様々な場面を私は曼荼羅にして創っている

Silva Trstenjak, Croatia
クロアチア

私たちが出会ったところに戻る　数年後依然として山の光線が同様に輝く

Daniela Misso, Italy
イタリア

車窓より真白き富士山の峰望みつつ生徒らと登りし若き日思う

Ikuyo Okamoto, Japan
日本

limbing the mountin 
to the realm of the gods 
all of a sudden 
I feel the illumination 
how comes  right from my own soul

a precious shine
of the sacred Mt. Fuji
on my teacup
I’m creating mandala
from the shards of my life

returning 
to where we met 
after years 
still the same sparkle
of a mountain stream

looking out the window 
at the pure white peak of Mt. Fuji
I remembered the day
when I climbed it 
with my students in my youth

たま

ふ　じ ね



富士山に登ればメボソムシクイの鳴き昂ぶり手探るビデオカメラを

道を曲がるとまた雪被く山なみが現れ空へと届いている

Misako Tsutsui, USA
アメリカ

Michael H. Lester, USA
アメリカ

「富士山二登りましたヨ…二度までモ」と言ふ米兵とバス停談話す

Y. I. Smith, USA
アメリカ

白きキャンバス新たしき永久の波　その透け玻璃は光の山の前に

Rita Melissano, USA
アメリカ

as I climb Fujisan
a Japanese leaf warbler
sings for me̶
in a rush of exhilaration
I fumble for my videocam

the road curved, 
another snow-capped 
mountain range 
appears
reaching to the sky

“I climbed Mount Fuji…
twice” ̶̶ an American
soldier in camo
I met at a bus stop began
our talk with these words

blank canvas
this moment so new
waves to eternity
it’s the clear glass before
a mountain made of light



ため息に雲は分かるるゆるゆると現る隠れし秘密　富士山

Gail Brooks, USA
アメリカ

春来しも　か弱く悲しみ凍えをり　教えよ山よ屹立し吾が雪氷を渓流に放つを

Farah Ali, UK
イギリス

田子の浦　陽に白富士の輝きて　赤人の雪は世紀かけ溶ける

Rossberg Cornelia, Germany
ドイツ

啜ってるイチゴの氷菓七月に思うシャスタの雪下に生うもの

Lesley Anne Swanson, USA
アメリカ

slurping
a strawberry ice in July
I wonder
what's growing under 
the snow on Mt. Shasta

with a sigh
parting clouds
slowly reveal
hidden secrets...
Mt Fuji

spring comes yet I am frail 
and frozen with sorrow 
teach me, Mountain, to stand firm 
and relinquish my snow and ice 
to the valley stream

Over the bay of Targo
the peak of Fuji
shining white in the sun
Yamabe Akeito`s snow
melted through the centuries



陽射す山　雲隠る山　いずれとも目見えぬ人も感じとりてむ

Susan Mary Wade, UK.
イギリス

神ゐます山に全ての山道は出会ひてをれりそのいただきに

Jim Chessing, USA
アメリカ

イタリア

息切らし富士に登れば　空と地と海　優雅に翔びて鶴は空へと

Dennys Cambarau, Italy

富士山の頂上から見渡して　ゴジラがこの眺望を壊さなくてよかった

Susan Burch, USA
アメリカ

looking out
from atop Mt. Fuji 
I’m glad Godzilla
didn’t destroy
this view

the mountain in sunlight
the mountain shrouded in cloud
it hardly matters
even a blind person
might sense it there

God
in the mountain
all trails
meet
at the summit

breathless 
climbing Mount Fuji
sky earth and sea
the graceful flight
of cranes in the air



富士山の小道に沿って桜の花が散っている
歩を進めるごとにそびえ立つ峰に向かって私の夢がふくらむ

ルーマニア

静寂の木霊す秋の石敷の小径は足もと延びる山道

Dan C. Iulian, Romania

Cristian Matei, Romania

ルーマニア

the silence
echoing on the autumn alleys
in the paving stones -
at our feet stretched out
the mountain paths

いとしい山々が　冷たく押しのけた　秋の風によって
日ごとにわたしの深いもの思いが　よりいっそう深くなる

Oscar Luparia, Italy
イタリア

beloved mountains
pushed away relentlessly
by the autumn wind…
day by day my melancholy
takes root more and more

その形はまるで　心の中の風景だ　富士山が明らかにしている
わたしは表現できない　自分自身のことを

Stefanie Bucifal, Germany
ドイツ

shaped like 
inner landscape
Mount Fuji unveils
what I cannot express
about myself

Cherry blossoms fall
along the trail to Fuji ‒
with every step
my dreams soar toward
the lofty peaks



佳 

作

利
尻
富
士
望
む
分
校
を
最
後
と
し
三
十
五
年
の
教
職
を
退
く

悠
然
と
雪
の
月
山
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
実
の
隙
間
よ
り
姿
を
見
せ
る

残
雪
の
出
羽
富
士
鳥
海
山
を
逆
し
ま
に
写
し
て
水
張
田
は
春
の
カ
ン
バ
ス

「
富
士
山
に
三
度
登
っ
た
」
寡
黙
な
り
し
亡
父
の
饒
舌
な
あ
の
盆
の
夜

早
苗
田
に
富
士
山
写
る
農
道
を
髙
一
の
孫
ペ
タ
ル
踏
み
行
く

富
士
を
背
に
Ｖ
字
を
描
く
鳥
を
撮
る
若
き
あ
の
日
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス

残
暑
か
ら
短
か
き
秋
を
飛
び
越
し
て
富
士
山
は
雪
の
冬
景
色
な
り

星
空
に
く
っ
き
り
と
浮
く
蒼
き
富
士
蛇
行
の
ひ
か
り
山
頂
め
ざ
す

ク
レ
マ
チ
ス
の
戻
り
花
小
さ
き
藤
色
に
今
朝
の
富
士
に
は
初
雪
便
り

八
重
ざ
く
ら
空
の
青
さ
に
彩
を
添
え
名
残
り
の
雪
の
富
士
に
映
え
た
り

藤
林　

正
則

朝
倉　

正
敏

今
井　

喜
代

二
ッ
森 

京
子

江
藤　

弘
子

小
倉　

初
江

小
泉 

か
づ
子

宮
地　

清
江

磯
田　

悦
子　

増
田 

チ
サ
子

ち
ょ
う
か
い

お 
や 
ま

ち
ち



富
士
浅
間
神
社
起
点
と
登
り
五
合
目
の
喧
噪
と
ど
く
四
合
目
こ
こ

そ
こ
に
富
士
あ
り
て
見
あ
ぐ
る
夕
焼
け
の
美
し
き
か
な
今
日
あ
る
命

農
鳥
が
富
士
八
合
目
で
羽
根
や
す
む
去
年
よ
り
若
干
腹
ふ
く
ら
ま
せ

今
日
も
ま
た
居
間
か
ら
客
間
の
赤
富
士
を
い
つ
も
の
角
度
で
眺
め
て
し
ま
う

百
人
の
小
学
生
と
茶
臼
岳
ヤ
ッ
ホ
ー
ポ
イ
ン
ト
こ
だ
ま
は
吼
え
る

む
さ
さ
び
が
山
の
社
に
夜
を
こ
め
て
木
花
之
開
耶
姫
と
遊
べ
り

背
の
リ
ュ
ッ
ク
肩
に
く
ひ
込
む
ほ
ど
重
く
ガ
レ
場
を
登
る
一
歩
が
遠
し

下
山
し
た
夜
は
高
熱
に
う
な
さ
れ
て
夢
に
行
き
な
ず
む
富
士
の
雲
海

米
軍
に
禁
止
を
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
飛
ん
で
み
た
い
な
富
士
の
上
空

く
き
や
か
に
富
士
を
立
た
せ
て
陽
は
沈
む
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
の
手
な
る
一
幅

コ
カ
コ
ー
ラ  

開
け
て
み
た
な
ら  

大
噴
火  

や
ば
い
よ
や
ば
い  

富
士
山
頂
上

窓
越
し
の
光
り
ま
ぶ
し
く
富
士
淡
く
新
幹
線
は
無
表
情
に
走
る

ザ
、
ザ
、
ザ
、
ザ
と
自
衛
隊
員
に
挟
ま
れ
ひ
た
す
ら
登
る
ご
来
光
へ
と

小
笠
原 

ヨ
ウ
子

井
出　

和
枝

土
屋　

昌
也

岩
瀬　

悦
子

相
馬　

芳
子

眞
庭　

義
夫

小
松　

丈
夫

萬　
　

幸
子

園
部　
　

淳

角
田　

正
雄

荒
巻　

信
貴

伊
藤　
　

敦

伊
藤　
　

茂

ふ
じ
せ
ん
げ
ん



北
斎
のB

lue

を
想
う
今
朝
の
天
江
戸
と
か
わ
ら
ぬ
富
士
の
青
さ
よ

冨
士
見
と
は 

呼
ば
れ
ぬ
街
の
片
す
み
で
気
高
き
姿
見
る
も
う
れ
し
き

新
築
の
マ
ン
シ
ョ
ン
さ
え
も
崩
し
た
る
人
ら
慕
え
る
富
士
の
御
姿

頑
と
し
て
動
か
ぬ
山
が
腹
に
あ
る
八
十
八
年
生
き
た
女
ぞ

富
士
山
が
大
き
く
見
え
る
日
の
暮
れ
はco2

が
き
っ
と
少
な
い

死
の
間
際
ま
で
富
士
山
に
登
り
た
が
っ
た
父
よ
連
れ
て
い
け
な
く
て
ご
め
ん
な

六
か
月
の　

宣
告
受
け
し　

友
よ
り
の　

届
き
し
富
士
の　

白
き
頂
き

飛
行
機
の
我
が
上
か
ら
眺
む
れ
ば
「
お
か
え
り
な
さ
い
」
と
錐
体
の
富
士

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド　

弾
ん
で
も
弾
ま
な
く
て
も
胸
の
裡
の
富
士

汝
が
い
れ
ば  

指
輪
は
い
い
よ
と  

言
う
君
に  
プ
レ
セ
ン
ト
す
る  

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

ま
ず
富
士
に
一
礼
を
し
て
初
ガ
イ
ド
風
と
歩
ま
ん
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

高
野
山
の
奥
の
院
ま
で
長
月
の
光
き
び
し
き
石
畳
ゆ
く

蚫
谷　

定
幸

梶　
　

文
彦

福
田　

正
人

山
田　
　

麦

和
田　

直
樹

土
居　

健
悟

久
田 

見
和
子

後
藤　

克
博

風
野　

瑞
人

谷
藤　
　

薫

林　
　

充
美

中
林　

祥
江

そ
ら



【
選　
　

者
】

選
考
委
員

外
国
語
特
別
審
査
員

【
開
催
団
体
】

富
士
山
大
賞
実
行
委
員
会

一
般
社
団
法
人　

富
士
山
自
然
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

富
士
山
ク
ラ
ブ

世
界
連
邦
文
化
教
育
推
進
協
議
会

全
国
富
士
講
睦
会

一
般
財
団
法
人　

徳
大
寺
文
庫

【
後　
　

援
】

【
映
像
協
力
】

【
表  

彰  

式
】

【
会　
　

場
】

國
學
院
大
學　

富
士
山
世
界
遺
産
国
民
会
議

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー　

山
梨
県　

ロ
ッ
キ
ー
田
中

令
和
７
年
２
月
11
日
（
火･

祝
）
14
時
か
ら

明
治
記
念
館

穂
村　

弘

東　

直
子　

三
枝
浩
樹

苅
田
吉
夫

山
本
忠
通

結
城　

文

冨
野
光
太
郎 （

日
本
経
済
新
聞
歌
壇
選
者
）

（
東
京
新
聞
歌
壇
選
者
）

（
「
沃
野
」
編
集
発
行
人
）

（
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事　

元
宮
内
庁
式
部
官
長
）

（
元
国
連
事
務
総
量
特
別
代
表　

事
務
次
長
）

（
国
際
タ
ン
カ
協
会
前
会
長
）

（
国
際
タ
ン
カ
協
会
会
長
）




